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第
二
十
五
条
の
十
七
第
三
項
第
六
号
中
「
の
う
ち
」
を
「
の
う
ち
、」に
、「
贈
与
又
は
」
を
「
贈
与
若
し
く
は
」に
、

「
で
同
項
第
三
号
ロ
又
は
ハ
」
を
「
又
は
法
第
四
十
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
買
換
資
産
で
、
第
七
項
第

二
号
イ
、
ロ

、
ハ
若
し
く
は
ニ
」
に
改
め
、「
規
定
す
る
方
法
」
の
下
に
「
で
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
要
件
を

満
た
す
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
管
理
方
法
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
を
譲
渡
し
た
」
を
「
の
譲
渡
を

し
た
」
に
、「
当
該
方
法
」
を
「
当
該
特
定
管
理
方
法
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
業
務
若
し
く
は
」
を
「
業
務
、

同
条
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
若
し
く
は
」
に
、「
第
五
条
第
一
号
」
を
「
第
六
条
第
一
号
」
に
改
め
、「
介
護
老
人
保
健

施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
、「
第
二
十
一
条
第
五
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
六
号
」に
改
め
、

同
条
第
六
項
第
一
号
中
「
こ
の
項
及
び
次
項
」
を
「
こ
の
項
及
び
次
項
第
一
号
」
に
、「
次
号
及
び
次
項
」
を
「
次
号

及
び
同
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
公
益
法
人
等
（
」
の
下
に
「
国
立
大
学
法
人
等（
国
立
大
学
法
人
、

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
、
公
立
大
学
法
人
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）、」を
加
え
、「
第
三
号
ロ
」
を
「
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、「
こ
の
項
」
の
下
に

「
及
び
次
項
」
を
加
え
、「
、
同
号
イ
」
を
「
、
特
定
管
理
方
法
に
よ
り
管
理
す
る
こ
と
と
す
る
旨
又
は
同
号
ロ

」

に
、「
と
し
て
同
号
イ
」
を
「
と
し
て
同
号
ロ

」
に
改
め
、「
又
は
同
号
ロ
若
し
く
は
ハ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
管

理
す
る
こ
と
と
す
る
」
を
削
り
、「
と
す
る
。」を「（
国
立
大
学
法
人
等（
法
人
税
法
別
表
第
一
に
掲
げ
る
法
人
に
限
る
。

次
項
及
び
第
十
三
項
第
三
号
に
お
い
て
「
特
定
国
立
大
学
法
人
等
」
と
い
う
。）に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
及
び
第
三
号

に
掲
げ
る
要
件
）
と
す
る
。」に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

国
立
大
学
法
人
等

当
該
贈
与
又
は
遺
贈
を
受
け
た
財
産（
当
該
財
産
に
つ
き
譲
渡
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、

当
該
譲
渡
に
よ
る
収
入
金
額
の
全
部
に
相
当
す
る
金
額
を
も
つ
て
取
得
し
た
資
産
（
財
務
省
令
で
定
め
る
も

の
に
限
る
。）を
含
む
。）が
、
関
係
大
臣
（
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大
臣
を
い
う
。
以
下
こ
の
号

及
び
第
三
十
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
業
務
に
充
て
る
た
め
に
関
係
大
臣
が

財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
方
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
、
関
係
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し

て
定
め
る
所
轄
庁
に
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
の
十
七
第
三
十
二
項
を
同
条
第
三
十
四
項
と
し
、
同
条
第
三
十
一
項
を
同
条
第
三
十
三
項
と
し
、
同

条
第
三
十
項
中
「
第
十
五
項
」
を
「
第
十
六
項
」
に
、「
第
十
七
項
」
を
「
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三

十
二
項
と
し
、
同
条
第
二
十
九
項
を
同
条
第
三
十
一
項
と
し
、
同
条
第
二
十
八
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第

二
十
七
項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
第
二
十
六
項
中
「
第
二
十
三
項
各
号
」
を
「
第
二
十
五
項
各
号
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
二
十
五
項
を
同
条
第
二
十
七
項
と
し
、
同
条
第
二
十
四
項
を
同
条
第

二
十
六
項
と
し
、
同
条
第
二
十
三
項
第
一
号
中
「
第
二
十
六
項
」
を
「
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二

十
五
項
と
し
、
同
条
第
二
十
二
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
条
第
二
十
一
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条

第
二
十
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
中
「
第
二
十
四
項
」
を
「
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
が
同
項
」
を
「
が
同
項
第
一
号
」
に
、「
を
す
る
同
項
」
を
「
を
す
る

同
号
」
に
、「
を
同
項
」
を
「
を
同
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

20

法
第
四
十
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
財
産
は
、
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
行
わ
れ

た
贈
与
又
は
遺
贈
に
係
る
財
産
と
し
、
同
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
方
法
は
、
特
定
管
理
方
法
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
十
七
第
十
七
項
中
「
第
十
五
項
」
を
「
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同

条
第
十
六
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
を
同
条
第
十
五
項

と
し
、
同
条
第
十
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

14

公
益
法
人
等
（
法
第
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
財
産
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
財
産
等
」
と
い
う
。）を

特
定
管
理
方
法
に
よ
り
管
理
し
て
い
る
又
は
管
理
し
て
い
た
公
益
法
人
等
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
公
益
法
人
等
（
第
二
号
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
第
七
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
公
益
法
人
等
を
除
く
。）は
、
遅
滞
な
く
、

次
の
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
当
該
公
益
法
人
等
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署

長
を
経
由
し
て
国
税
庁
長
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
二
号
に
規
定
す
る
所
轄
庁
は
、
遅
滞
な
く
、
同
号

に
定
め
る
事
項
を
、
書
面
に
よ
り
、
当
該
公
益
法
人
等
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
長
を
経
由
し

て
国
税
庁
長
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
公
益
法
人
等
が
財
産
等
（
特
定
管
理
方
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
た
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
特
定
管

理
方
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）を
そ
の
公
益
目
的
事
業
の
用
に
直
接
供
し
な
く
な
つ
た
場
合

当
該
事
実
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

二

当
該
公
益
法
人
等
が
財
産
等
を
特
定
管
理
方
法
に
よ
り
管
理
し
な
く
な
つ
た
場
合
（
第
七
項
第
二
号
イ
又
は

ロ
に
掲
げ
る
公
益
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
当
該
公
益
法
人
等
が
財
産
等
を
特
定
管
理
方
法
に
よ
り
管
理
し
な
く

な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
公
益
法
人
等
の
同
号
イ
又
は
ロ

に
規
定
す
る
所
轄
庁
が
当
該
事
実
を
知
つ
た

と
き
）

当
該
事
実
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

第
二
十
五
条
の
十
七
第
七
項
第
三
号
ハ
中
「
取
得
し
た
財
産
」
を
「
取
得
し
た
資
産
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号

ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
取
得
し
た
財
産
」
を
「
取
得
し
た
資
産
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
。

当
該
贈
与
又
は
遺
贈
を
受
け
た
財
産
が
当
該
公
益
社
団
法
人
又
は
当
該
公
益
財
団
法
人
の
不
可
欠
特
定

財
産
（
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
九
号
）

第
五
条
第
十
六
号
に
規
定
す
る
財
産
を
い
う
。
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
旨

並
び
に
そ
の
維
持
及
び
処
分
の
制
限
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
が
定
款
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

当
該
贈
与
又
は
遺
贈
を
受
け
た
財
産
（
当
該
財
産
に
つ
き
譲
渡
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
譲
渡
に
よ

る
収
入
金
額
の
全
部
に
相
当
す
る
金
額
を
も
つ
て
取
得
し
た
資
産
（
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

を
含
む
。）が
、
関
係
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
事
業
に
充
て
る
た
め
に
関
係
大
臣
が
財
務
大

臣
と
協
議
し
て
定
め
る
方
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
、
関
係
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定

め
る
所
轄
庁
に
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
の
十
七
第
七
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
条
第
八
項
中

「
一
月
以
内
」
の
下
に「（
当
該
贈
与
又
は
遺
贈
を
受
け
た
公
益
法
人
等
が
特
定
国
立
大
学
法
人
等
で
な
い
場
合
で
あ

つ
て
、
当
該
贈
与
又
は
遺
贈
を
受
け
た
財
産
が
、
法
第
三
十
七
条
の
十
第
二
項
に
規
定
す
る
株
式
等
（
同
項
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）、
新
株
予
約
権
付
社
債
（
資
産
の
流
動
化
に
関

す
る
法
律
第
百
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
転
換
特
定
社
債
及
び
同
法
第
百
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
優

先
出
資
引
受
権
付
特
定
社
債
を
含
む
。）又
は
所
得
税
法
第
百
七
十
四
条
第
九
号
に
規
定
す
る
匿
名
組
合
契
約
の
出
資

の
持
分
で
あ
る
と
き
は
、
三
月
以
内
）」を
加
え
、
同
条
第
九
項
中
「
遺
贈
に
係
る
」
の
下
に
「
第
七
項
第
二
号
イ
、

ロ

、
ハ
若
し
く
は
ニ
に
規
定
す
る
財
産
が
特
定
管
理
方
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
た
こ
と
又
は
」
を
加
え
、「
第
七
項
第

三
号
イ
」
を
「
同
号
ロ

」
に
改
め
、「
又
は
同
号
ロ
若
し
く
は
ハ
に
規
定
す
る
財
産
が
そ
れ
ぞ
れ
同
号
ロ
若
し
く
は

ハ
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
た
こ
と
」
を
削
り
、
同
条
第
十
項
中
「
が
同
号
」
を「（
特
定
管
理
方
法
に
よ

り
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）が
同
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
十
五
項
及
び
第
三
十
二
項
」を「
第

十
六
項
及
び
第
三
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
と

な
つ
た
こ
と
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
第
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
財
産
等
（
特
定
管
理
方
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）を
そ

の
公
益
目
的
事
業
の
用
に
直
接
供
し
な
く
な
つ
た
こ
と
。

二

第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
。

三

第
七
項
の
申
請
書
の
提
出
の
時
に
お
い
て
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
及
び

当
該
提
出
の
時
に
お
い
て
当
該
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、か
つ
、

当
該
提
出
の
後
に
当
該
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
（
同
項
に
規
定
す
る
公
益
法
人
等
が
特
定
国

立
大
学
法
人
等
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）。

第
二
十
五
条
の
十
七
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

35

関
係
大
臣
は
、
第
七
項
第
二
号
イ
及
び
ロ

に
規
定
す
る
業
務
、
事
業
、方
法
及
び
所
轄
庁
を
定
め
た
と
き
は
、

こ
れ
を
告
示
す
る
。

第
二
十
五
条
の
十
七
の
二
の
見
出
し
を「（
国
等
に
対
し
て
重
要
文
化
財
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
渡
所
得
の
非
課

税
）」に
改
め
、
同
条
中
「
第
四
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
条
の
二
」
に
、「
第
五
条
第
三
号
」
を
「
第
六
条
第

三
号
」
に
、「
第
二
十
一
条
第
五
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
十
八
の
三
第
十
項
第
一
号
中
「
第
百
六
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
四
た
だ

し
書
」
に
、「
租
税
条
約
を
」
を
「
条
約
を
」
に
改
め
る
。


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